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令 和  ７ 年 度 職 員 褒 賞 （ 知 事 褒 賞 ） の 概 要 

【個人等】 

番号 功   績 所属・職・氏名 業 績 の 内 容 

１ 

「こども図書館船 ほ

んのもり号」の運航に

かかる功績 

地域活力推進課 

主幹   篠原理代子 

副主幹   大野陽平 

主任   滝本海翔 

県立図書館 

副館長(兼)資料課長 

    関 順子 

総務課長  氏家紀子 

副主幹   橘 香里 

主任司書  宮川 萌 

子どもたちの豊かな感受性や創造性、瀬戸内への愛着心等の育成や、県内離島の交流拡大等を図るため、今

年度から、建築家の安藤忠雄氏から県に寄贈を受けた「こども図書館船 ほんのもり号」の運航を開始した。 

その結果、年間で 42 日間・25 箇所への運航を、安全に無事終了するとともに、図書館船の利用者も 3,446

人（中学生以下 1,804人）となる成果をあげた。 

「ほんのもり号」の運航をきっかけとし、地元市町や関係者と一体となった寄港地での賑わいの創出と、読

書や瀬戸内での体験を通した、子どもたちの感受性などの育成に寄与した功績は大きい。 

２ 

脳波電極配置訓練用シ

ミュレーションシステ

ム、システム制御装置

及びプログラム開発の

功績 

保健医療大学 

准教授 大栗聖由 

脳波検査は脳の健康状態を評価するための重要な手段であり、臨床的意義のある脳波を記録するには精通した

技師を養成することが重要であるが、現在、脳波教育の現場で活用できるシミュレータは存在していない。 

今回開発した脳波電極配置訓練用シミュレーションシステムは、頭部を模した圧センサと位置把握技術を用

い、電極配置の精度向上と反復練習を可能とした。専門職以外でも一定の技術習得が可能となり、全国の医療系

教育機関での導入や研究者の自己学習ツールとしても活用が期待される。 

 本システムの開発は臨床現場での人材育成に革新をもたらすものであり、その功績は大きい。 

３ 

AIや IoT等の先端技術

を活用した県内企業の

生産性向上支援に係る

功績 

産業技術センター 

主任研究員 長谷見健太郎 

AI や IoT 等の先端技術は、県内企業の生産性向上や新商品開発のキーとなる重要な技術の１つである。対

象職員は、これらの先端技術における「要素技術開発」、「受託研究等による県内企業への技術移転」が重要な

課題であると考え、産業技術センターの企業支援として研究開発や技術移転、人材育成等の取組みを精力的に

展開した。 

廃棄物の乾式メタン発酵によるバイオガス発生予測・提案システムの開発が四国産業技術大賞において最優

秀革新技術賞を受賞する等、学術的にも実用的にも高い成果が認められている。対象職員が行うそれぞれの取

組みは県内企業の生産性向上等に大きく貢献するものであり、その功績は大きい。 
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【所属、団体等】 

番号 功   績 所属・グループ名 業 績 の 内 容 

４ 
「瀬戸内国際芸術祭2025」開

催の功績 
瀬戸内国際芸術祭推進課 

 「瀬戸内国際芸術祭2025」では、沿岸部の志度・津田エリア、引田エリア、宇多津エリアを会場に加え、

各地域の特徴を生かした質の高い作品展開を実現するとともに、積極的な取材誘致や SNS の活用によっ

て国内外に発信し、約108万人の来場者を迎えて、本県の経済促進やブランドイメージの向上に貢献した。 

 また、世界の国や地域と連携した取組みを進め、アジアの文化芸術のハブとしての本県の拠点性を高め

るとともに、地域住民や国内外からのボランティアサポーターとの協働により、地域の活性化を促進した。 

新たな会場エリアにおける夜間開館など、これまでにない工夫を重ね、芸術祭開催を通じて地域の活性

化や再生、さらには本県の知名度の向上やイメージアップにつなげた功績は大きい。 

５ 

大阪・関西万博への出展及び

万博を契機とした誘客促進に

係る功績 

政策課 

瀬戸内国際芸術祭推進課 

環境管理課 

みどり保全課 

循環型社会推進課 

観光振興課 

空港振興課 

県産品振興課 

畜産課 

水産課 

大阪事務所 

令和７年に開催された大阪・関西万博において、本県として３回の出展を行い、県の魅力の PR と誘客

促進を図った。春には各市町の特産品や伝統芸能など、秋には瀬戸内海等の保全に関する取組みなどを紹

介する出展を行ったほか、兵庫県の連携イベントにも参加してPRに取り組んだ。 

会場には国内外から約６万８千人の方にご来場いただき、本県ならではの魅力をPRすることができた。 

また、官民による「香川県大阪・関西万博推進協議会」において、関係者の取組みの情報共有や機運醸

成を図り、関係者が一体となったPRや誘客促進に寄与した。 

万博という大規模国際イベントにおいて、様々な工夫を重ねて本県の多様な魅力を総合的に発信した功

績は大きい。 

６ 
官民連携による少子化対策に

関する功績 

子ども政策課 

少子化対策グループ 

少子化局面の打開を図るためには、行政だけでなく、企業等と連携した取組みが必要となる中、マッチ

ングアプリ事業者や結婚相談所などの民間事業者との連携協定に基づく新たな結婚支援の取組み、県内企

業のインターンシップと連携したライフデザインの取組み、また、県内経済団体との連携協定に基づく子

育て支援の働きかけなどを行った。 

県内外の民間企業・団体と連携して、実効性ある新たな少子化対策事業を推進した功績は大きい。 
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番号 功   績 所属・グループ名 業 績 の 内 容 

７ 

半導体製造材料製造工場と生

成AIデータセンター等の誘致

の功績 

企業立地推進課 

企業立地推進課では、各種の企業誘致施策をとりまとめたアクションプラン「せとうち企業誘致100プ

ラン」を活用した、戦略的な企業誘致に取り組んでいる。 

令和７年度においては、情報通信関連産業の事業拡大や発展に伴い、デジタル社会を支える基幹産業と

なっている半導体について、需要に対し供給が追い付いつかず、世界的な不足が懸念されるなか、半導体

材料の製造工場が本県で立地することとなった他、前年度に続き、AI開発用GPUデータセンターの立地

が決定、また、エヌビディア合同会社と県内におけるＡＩ活用の推進や情報通信関連企業の誘致、ＡＩ・

ＩＴ人材の育成等を目的として、全国に自治体で初となる連携協定を締結するなど、県経済の活性化と雇

用の創出につながる取組みを行った。 

積極的な働きかけにより複数の企業誘致を成功させ、地域経済の活性化につなげた功績は大きい。 

８ 
かがわマラソン 2026開催の

功績 

交流推進課 

 マラソン準備室 

スポーツ文化の醸成、交流人口の拡大、地域資源の魅力発信、地域経済活性化を目的に、本県で初めて

の公認の大規模フルマラソン大会を開催した。 

全国的に参加者確保の競争が激しく、応募人数が定員を満たしていない大会も多くある中、大会の特長

を訴求して、県内外の多くのランナーの参加を得た。 

うどんをはじめ、フルーツや菓子など県産品をエイドで提供するほか、沿道盛り上げスポットでの和太

鼓演奏やダンスのパフォーマンス、香川ならではの参加賞・完走賞の提供などおもてなしを充実させ、地

域資源の魅力発信につなげた。 

本県経済の活性化や交流人口の拡大に資するものであり、その功績は大きい。 

９ 

県立アリーナを活用した観光

コンテンツづくりに関する功

績 

観光振興課 

県内外からの誘客に向け、サンポート高松地区において、県立アリーナ開館以来、計３回にわたって国

内最大級の投影面積となる県立アリーナを活用したプロジェクションマッピングを、12月には県内初とな

る本場ドイツのヒュッテやイルミネーションに彩られたクリスマスマーケットを実施した。 

期間を通じて計約 574,000 人の来場があり、多くの報道や SNS 等で取り上げられるなど、県の認知度

向上や魅力発信に大いに貢献しており、その功績は大きい。 

１０ 
建設業の魅力向上に資する

PR動画作成の功績 

技術企画課 

スタジオギキカ 

建設業は、若年層を中心に人材不足が深刻さを増しており、従来の３Ｋイメージも相まって、社会活動

に不可欠な公共インフラの維持が困難になりつつあるなど業界全体でイメージ改善を図ることが求められ

ている。 

そこで、香川県内における建設業への入職者数を増やす取組みとして、従来の働き方改革の推進に加え、

建設業の魅力を伝えるPR動画を土木部の職員の手で制作し、YouTube及び県ホームページで公開するこ

とで建設業のイメージアップを図ったものである。 

人材不足という業界全体の深刻な問題に対し、若手職員が自ら工夫しながら行った取組みであり、今後

のPR活動で広く活用されることが期待できるなど、その功績は大きい。 
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番号 功   績 所属・グループ名 業 績 の 内 容 

１１ 

ドクターヘリの運用改善によ

る香川県救急医療への貢献の

功績 

中央病院 

 救急部ドクターヘリ部門 

ドクターヘリは島嶼部を含む県内全域で迅速な高度救急医療を提供し、現場到達時間の短縮と治療開始

時間の改善を通じて救命率向上に寄与している。重症外傷・脳卒中・急性心疾患症例において搬送時間の

格差を解消し、県全体の救急医療均てん化を推進した。 

中央病院では、消防・医療機関との連携強化と人材育成を進めることにより、県全体の効果的な広域搬

送体制の構築にも大きく貢献した。 

中央病院が主導して行っている症例検討会により、遠方である三観地域からの覚知要請の件数が増える

等、救命率の向上に大きく寄与している。対象部門が行うこれらの取組みは、本県の救急医療の向上につ

ながるものであり、その功績は大きい。 

１２ 
県職員・警察官採用試験の多

様化・早期化の功績 

人事委員会事務局 

 総務・任用グループ 

県職員採用試験の受験者が年々減少する中、令和７年度から、一般行政事務Ｂの区分については、実施

時期を早めるとともに、民間企業志望者も受験しやすいよう試験内容を変更したほか、技術系区分につい

ては早期募集枠の新設を行い、受験者を確保することができた。また、来年度の採用試験において、県職

員・警察官とも、志望者の受験機会の拡大に向け、秋に採用試験を新たに実施すべく企画立案を行い、令

和８年２月に試験概要の公表を行った。 

優秀な人材の採用は県組織の根幹をなすものであり、様々な工夫により成果を上げた功績は大きい。 

１３ 

第 49回全国高等学校総合文

化祭（かがわ総文祭2025）を

成功に導いた功績 

生涯学習・文化財課 

 全国高校総合文化祭推進室 

高校生が芸術文化活動を全国規模で発表する場である全国高等学校総合文化祭の香川大会が開催され

た。本大会は、秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席を賜り、全国から高校生を中心とした多くの参加者が集う、

非常に大規模な行事であった。香川大会は、全国高校総合文化祭推進室が事務局として業務を担ったが、

生徒実行委員会を設置し、県内高校生にも企画・運営を任せるなど、高校生目線での開催内容の充実を図

られた他、特別支援学校部門を設けずに特別支援学校の生徒たちも運営・出展・出演等の形で大会に参加

するというインクルーシブな大会で行われるという特筆すべき特徴があった。 

職員一人ひとりが、多岐にわたる総合文化祭の分野について熱心に研究を重ねるとともに、高校生が企

画・運営に主体的に携われるよう細やかにサポートすることで、大会を成功に導いた功績は大きい。 

 


